
第２０回「あび北フォーラム」議事録 

 

テーマ：A、B、C の各グループ毎の設定テーマ 

開催日：  2025（令和7）年2 月16 日（日） 13 時30 分～16 時30 分 

開催場所： 我孫子市北近隣センター（ホール、会議室1-調理室、会議室2-3） 

参加者：  自治会等： １７自治会等 ２２人 

      我孫子市役所：市民協働推進課1 人 

      地域会議事務局等：１５人               （合計３８人） 

配布資料： 

 ①開催要領 

 ②出欠表 

 ➂グループ別テーマ表 

     A グループ 高齢者とデジタル化 

    Ｂグループ 自治会運営について 

    Ｃグループ 被災後の被災者支援 

１．開会挨拶（要旨） 

 〇事務局長 

  ・今回は、前回のフォーラム時に参加された方によりグループ毎に設定して頂いたテーマで討論 

   するという初めての試みにであり、有意義な意見交換・情報交換にして頂きたいとの挨拶が 

   あった。 

  

 〇市民協働推進課 係長 

  ・自治会町内会での日常活動や被災時の活動での課題と対応について、グループ討議で共有し理 

   解が深まることを期待するとの挨拶があった。また参考情報として、我孫子市が生活困窮者孤 

   立死防止対策事業としてNPO 法人エンリッチとの協定により行っているLINE を使った市民向 

   け見守りサービスの紹介があった。 

  

２．グループ意見交換概要 

  前回フォーラム時に各グループが設定したテーマで意見交換・情報交換に入った。 

  各グループの意見交換概要は、【別紙】グループ討論概要を参照。 

  

３．連絡事項 

 ・事務局より令和７年度の開催予定日のアナウンスがあり、閉会した。 

以上 

 



【別紙】 グループ討論概要 

各グループの意見交換の概要（ポイント）を以下に記する。 

【Ａグループ】 

  

  

 

 

 

 

 



【B グループ】 

   

 

・自治会の役員ばかりではなく、子ども会の役員の引受てがなく”解散”が増えている。地域のコミュニティの場が一つなくな

ってきている。SNS で繋がるが、やはり地域のFace to Face の繋がりは防犯・防災などをはじめ重要であり、自治

会もその役割を振返る時期になってきているとの発言があった。高齢者の孤独死防止のためにも地域のコミュニティは

重要との発言もあった。 

  

  

  

  

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【C グループ】 

「被災後の被災者支援」をテーマに、 

①安否不明者の再確認、 

②要救出者の救出、 

➂ 被災後の生活支援（在宅避難者・避難所避難者への支援） 

④火災発生に対する支援 

をサブテーマに意見交換が行われた。 

 

主なものは以下 

  

 

 

 

②の「要救出者の救出」では、 

・要救出者の有無の確認方法は①の通り。救出方法の話は今後ということに。 

 

➂ の被災後の生活支援（在宅避難者・避難所避難者への支援）では、 

・我孫子市の現在の避難所運営訓練は、避難所での避難者の受付と避難所の場所を見てもらうところ 



 までで、避難所での生活期間中の避難所の運営訓練はまだ先とのことであること、 

 （市のマニュアルでは）避難所生活期間中の避難所の運営は自治会・自主防災組織等を中心とした 

 運営委員会などによる自主運営により行うことを原則とするとあるが、そのような委員会をつくっ 

 ての自主運営は、相当の訓練を行っていないと円滑には立ち上がらないことなどを共有した。 

・マンションは在宅避難というけれど、電気・ガス・水道が止まっている場合や、それらは大丈夫で 

 も高層階でエレベーターが動かない場合は、在宅避難での生活は難しくなり、避難所へということ 

 になり、マンションも避難所避難は他人事ではないことも共有した。 

・以上の状況を理解した上で、自治会や自主防災組織は何をすればよいのか、そのためには通常時に 

 備えておくことは何かを共有し、実施できるようにしておく必要があるとの認識を共有した。 

・在宅避難に備えて、飲用水・食料や簡易トイレ、その他ホームページなどにチェックリストととも 

 に紹介されている災害時に備えて用意しておくものや確認しておくものなども日頃から点検してお 

 きたいという話が出ていた。（「自助」の備えが最も重要） 

④の「火災発生に対する支援」では、 

 ・我孫子は地震時では津波の心配はないが、特に住宅密集の都市部では大規模火災に発展しやすいので、安全な

場所への避難が重要になる。そのために、自治会では消火器を準備し、初期消火のためにその使用の訓練をしている

ところもあるとの話が合った。 

 

  

以上 


